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鬼怒川の堤防決壊が求める

河川行政の転換

嶋津暉之
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（朝日新聞2015年9月11日）
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第５回鬼怒川・小貝川
有識者会議（2015年10
月29日）
資料1 『平成27年9月
関東・東北豪雨』の鬼
怒川における洪水被
害等について

鬼怒川流域 2015年9月9～10日の降雨
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（読売新聞2015年9月12日）
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9月10日決壊

鬼怒川の流域図

鬼怒川の流域面積
1,761 ㎞2

4ダムの集水面積
595 ㎞2



４ダムの治水容量は八ッ場ダムの治水容量6,500万㎥の約2倍もあり、今回
の洪水ではルール通りの洪水調節が行われた。しかも、鬼怒川では４ダム
の集水面積が全流域面積の1/3を占めている。
しかし、堤防が決壊
→ ダムでは流域住民の安全を守ることができない。 6

鬼怒川水系ダムの容量（万㎥）

治水容量 利水容量 有効貯水容量 総貯水容量

川俣ダム 2,450 4,860 7,310 8,760

川治ダム 3,600 4,000 7,600 8,300

五十里ダム 3,480 1,120 4,600 5,500

湯西川ダム 3,000 4,200 7,200 7,500

4ダム 12,530 14,180 26,710 30,060

八ッ場ダム 6,500 2,500 9,000 10,750
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出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）16頁

鬼怒川２１km地点の決壊
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出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）16頁

鬼怒川２１km地点の決壊



9出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）16頁

鬼怒川２１km地点の決壊



鬼怒川２１km地点の決壊

国交省国土技術政策総合研究所の被害調査報告（平成27年10月26日） 10
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出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）16頁

鬼怒川２１km地点の決壊

決壊幅が約200mに拡大
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出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）19頁

鬼怒川２１km地点の決壊

ガソリンスタンドの建物を除いて流出
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国交省国土技術政策総合研究所の被害調査報告（平成27年10月26日）

鬼怒川２１km地点の決壊



14国交省国土技術政策総合研究所の被害調査報告（平成27年10月26日）

鬼怒川２１km地点の決壊
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国交省国土技術政策総合研究所の被害調査報告（平成27年10月26日）

鬼怒川２１km地点の決壊
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国交省国土技術政策総合研究所の被害調査報告（平成27年10月26日）

（落堀（おっぽり））

鬼怒川２１km地点の決壊
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国土地理院による

浸水範囲

破堤→

（三坂）

越水→

（若宮戸）

常総市役所

八間堀川氾濫
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若宮戸の越水（25.35ｋｍ地点と24.75km地点）

6mの深堀

ソーラーパネル
9月10日
午前6時半頃
から徐々に越水
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第５回鬼怒川・小貝川有識者会議（2015年10月29日）

資料1 『平成27年9月関東・東北豪雨』の鬼怒川における洪水被害等について

若宮戸（わかみやど）の越水（25.35地点）
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ソーラーエナジーインヴェストメントは、自然堤防だった丘陵部は、隣のメガソーラー事

業者の所有で、丘陵部より川沿いに位置し、用地の購入後、土地の形質を変えていな
いと説明（日経テクノロジー2015/09/13 ）

低圧連系のソーラー
事業者

ソーラーエナジーイ
ンヴェストメント

高圧連系のメガ
ソーラー事業者

Ｂ社

自然堤防

若宮戸の越水（25.35地点）



21

丘陵による自然堤防を削って施工

右奥に断面が見える丘が本来の高さ。手前左から続く、自然堤防を削って土嚢を積んだ部分と、

周囲の自然堤防の高さは大きく異なる。9月12日午後に撮影（日経テクノロジー2015/09/13 ）

大型土嚢

自然堤防掘削と大型土嚢
2014年3～5月 ソーラーパネルの業者が自然堤防を掘削
2014年7月 国交省が大型土嚢を設置

若宮戸の越水（25.35地点）

自然堤防
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手前が低圧連系の太陽光発電所、奥が高圧連系のメガソーラー

ソーラーエナジーインヴェストメントが所有するのは、手前の低圧連系の太陽光発電所
（日経テクノロジー2015/09/13 ）

若宮戸の越水（25.35地点）

低圧連系のソーラー事業者の太陽光発電所
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メガソーラー側は原形をとどめている

低圧連系の発電所よりも、川から遠い位置にある。

9月12日午後に撮影（日経テクノロジー2015/09/13 ）

若宮戸の越水（25.35地点）

高圧連系のソーラー事業者の太陽光発電所
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第５回鬼怒川・小貝川有識者会議（2015年10月29日）

資料1 『平成27年9月関東・東北豪雨』の鬼怒川における洪水被害等について

若宮戸の越水（25.35地点） 国交省の説明

越水深 0.7ｍ

（2段）

約200ｍ



25(朝日新聞茨城版2015年10月11日）

八間堀川の氾濫



26第５回鬼怒川・小貝川有識者会議（2015年10月29日）
資料1 『平成27年9月関東・東北豪雨』の鬼怒川における洪水被害等について

八間堀川の氾濫

八間堀川

新八間堀川
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鬼怒川決壊 その日、別の河川でも… 逆流で市街地に水害

八間堀川の氾濫

（東京新聞茨城版2015年10月23日）

九月十日午後二時ごろ、側溝やマンホールから突

然、水があふれ出し、家屋が浸水した。新八間堀川

が増水した結果、川の堤防の中程に開けられた排水

口から水が逆流し、排水路を通って住宅街に流れ込

んだものとみられる。

新八間堀川が鬼怒川と合流する河口には、国土交

通省の水門と排水機場が設置されている。国交省に

よると、この日は水位が上昇した鬼怒川から、新八間

堀川に水が逆流するのを防ぐため、午前二時ごろ水

門を閉め、同時に新八間堀川から鬼怒川への排水も

始めた。

その後、鬼怒川の上流で堤防が決壊、水門付近の

水位も上限に近い八メートルまで達し、新たな決壊の

恐れも出てきたため、午後一時ごろ、水門を閉じたま

ま排水を中断した。

市街地で被害が発生したのは、国交省が鬼怒川へ

の排水を止めた直後。
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新八間堀川
鬼
怒
川

八間堀川排水機場八間堀水門

９月１０日
・午前2時頃、国交省が八間堀水門を閉め、排水機場で新八間堀川から

鬼怒川への排水を開始
・午後1時頃 排水機場の停止
・午後10時20分頃 排水機場の運転再開

水海道水位観測所
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排水機場の
停止

排水機場の
運転再開

午後1時に八間堀川排水機
場の運転が停止されたが、
鬼怒川の水位は堤防高に
対して１．４ｍの余裕があっ
た。
この停止の判断は適切で
あったのだろうか。

少なくとも、鬼怒川の水位
はその後、下がり続けてい
るのであるから、この機場
の運転を早めに再開してい
れば、八間堀川、新八間堀
川の氾濫を小さくできたの
ではないか。
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茨城県常総市の被害

住家被害
（茨城県災害対策本部12月7日現在）

①全壊 51
②大規模半壊 1452
③半壊 3520
④床上浸水 100

(①、②、③を除く）
⑤床下浸水 2996

計 8119

浸水面積 約40km2
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出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）19頁

鬼怒川の堤防決壊箇所（左岸21ｋｍ付近）
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鬼怒川の堤防決壊箇所（左岸21ｋｍ付近）
最初に決壊した区間は、堤防が周辺より一段と低かった。堤防が最も低

いところから洪水が越流して川裏側の堤防川尻を洗掘し、決壊を引き起こ
した。

出典：関東地方整備局「第１回鬼怒川堤防調査委員会」（2015年9月28日）20頁

2ｍ

越流水位 約21.1ｍ、決壊地点の堤防高 20.88ｍ
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（読売新聞茨城版2015年9月25日）
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栃木の３ダム公金支出差止め裁判

栃木県の八ッ場ダム、思川開発（南摩ダム）、湯西川ダム事業への支出
の差止めを求める裁判

2004年11月9日 宇都宮地方裁判所へ提訴
2011年3月24日 宇都宮地方裁判所の一審判決
2014年1月27日 東京高等裁判所の二審判決
2015年9月8日 最高裁判所の決定

嶋津暉之

2009年8月10日 湯西川ダムの治水問題等に関する意見書の提出
2009年9月10日 湯西川ダムの治水問題等に関して証人尋問
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鬼怒川下流部で流下能力が著しく不足しているところ（21㎞地点、
三坂地区）で、洪水が越流して堤防を洗掘し、破堤に至った。
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中流部の石井地点 下流部の水海道地点

河川整備計画の目標流量の案 ４６００㎥/秒 ４３００㎥/秒

２００６年１２月素案の目標流量 ４２００㎥/秒 ３７００㎥/秒

今年9月の鬼怒川水害を受けて、鬼怒川河川整備計画（未策定）の
目標流量が引き上げられることになった。
（20015年12月4日の鬼怒川・小貝川有識者会議の資料）
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意見書および証言で指摘したこと

「鬼怒川中流部はほとんどのところですでに十分な流下能力を
有しているのに対して、下流部は状況ががらりと変わる。必要な
流下能力を大幅に下回っている区間が多く、河道整備が非常に
遅れている状況にある。
巨額の河川予算が投じられている湯西川ダム事業を中止し、そ
の予算で鬼怒川下流部の河道整備をすみやかに進めるべきで
ある。」

湯西川ダム 2012年度完成
建設事業費 1,840億円
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（茨城新聞2015年10月5日）

鬼怒川の堤防整備率

鬼怒川全体 約４３％

下流の茨城県側 約１７％
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第3回 鬼怒川堤防調査委員会（平成27年10月19日）

決壊地点の堤防復旧工法案
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国交省が「鬼怒川緊急対策プロジェクト」 を発表 12月4日

本年度から2020年度までに、結城市から守谷市にかけた鬼怒川約44ｋｍ
の左岸と右岸の計約66ｋｍの堤防で、嵩上げ・拡幅の工事を行う。

以前からの計画では数十年かかる見込みだったが、約６年間で完成させ
る。

茨城県内の堤防整備計画の進捗率を昨年度末の１７．４％から９３％へ。

決壊した常総市内の１カ所と、漏水した６市町の計19カ所の堤防は２年間
で整備。

事業費は約580億円

茨城県も、常総市内の八間堀川など６河川の計１．８ｋｍで、2017年度ま
でに堤防工事を行う。事業費は約23億円
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堤防を拡幅する場合、そしてかさ上げする場合も断面形状
の拡大に伴って、用地買収が必要となることが多い。

予算が確保されても、6年間で完成させるのは困難なのでは
ないのか。

氾濫の危険性が高い河川は鬼怒川下流部だけではない。

従来の河川改修の方法を踏襲している限り、流域の安全が
なかなか向上せず、河川予算が膨らむだけではないのか。

流域の安全を速やかに向上できるよう、安価な堤防強化工
法の導入など、河川行政のあり方を根本から変えるべきであ
る。
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第５回鬼怒川・小貝川有識者会議（2015年10月29日）

資料1 『平成27年9月関東・東北豪雨』の鬼怒川における洪水被害等について

関東地方整備局発表の４ダムの効果
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関東地方整備局発表の４ダムの効果
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関東地方整備局発表の４ダムの効果
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水位流量関係式は国交省
の平成19年度ＨＱ式を使用。
使用範囲は5.1ｍまでである
が、今回の洪水で国交省の
公表流量とほぼ同じ値が得
られるので、近似式として使
用可能。

国交省の計算では、
上流４ダムの洪水調節
は下流部では4,180㎥/
秒を4,000㎥/秒へ、
5％弱引き下げただけ
である。
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実績4,000㎥／秒
ダムなし4,180㎥／秒
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鬼怒川水系の４ダム
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ダムによる洪水ピークの削減量が下流で激減する理由

① ダム地点の洪水ピークと下流部の洪水ピークの時間的なずれ

② 下流部までに流れるまでの間に河道貯留効果によって

洪水ピークが減衰

・ダム地点の洪水ピークの削減 2,000㎥／秒以上

・下流の水海道地点の洪水ピークの削減 約180㎥／秒

ダムによる削減効果は下流では1/10以下へ低減

国交省の計算でも、
ダムの洪水調節の治水効果は効率が極めて悪い。



下野新聞2015年10月9日

川治ダムの
緊急放流

日光市藤原地区
の約140戸が

一時避難

53
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川治ダム 緊急放流の危機

ダムは満水にな

ると、調節機能を

失い、かえって危

険な存在になる。
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鬼怒川の堤防決壊

堤防高が低く、流下能力が小さい区間が放置され、ダム偏重

の河川行政が進められてきた。

従前の河川行政を根本からあらため、流域住民の生活と財産

を真に守ることができる河川行政に転換することが求められて

いる。

鬼怒川下流部のように流下能力が著しく不足している河川で

は、安価な堤防強化工法で堤防を強化することが急務である。



内水氾濫対策の強化も急務

朝日新聞群馬版
2011年9月2日

最近の利根川流域の浸水被害はほとんどがゲリラ豪雨などによる内水氾濫（末端河川

の氾濫を含む）であり、利根川からの越流による浸水はなくなっているので、内水氾濫対

策の強化が急務である。
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末端の小河川・排水路の疎

通能力の増強、雨水の貯留・

浸透施設の設置、排水機場

の強化
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今後の治水対策の柱

○ 安価な堤防強化工法の導入による堤防強化

○ 内水氾濫対策の強化

○ 流域治水の推進 （滋賀県の「流域治水推進条例」）

鬼怒川の堤防決壊が求める河川行政の転換


